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10月21日現在、コシヒカリの倉前集荷・検査の状況は、集荷数量46,303俵、検査の上位等
級率（1等米）は97.8%です。各支店の検査状況（数量・等級）について報告します。

②コシヒカリの上位等級率（1等米率）

8月中旬～9月上旬：低温

平均気温：平年比95%

①コシヒカリ倉前検査状況（10月21日現在）

福井米・水田活用米穀・飼料用米の合計

秋の日はつるべ落とし、急速に日が暮れて寒さも深まっていきます。稲刈りが終わったのも、束の間、麦類の
播種や大豆・ソバの収穫と続きます。大豆・ソバについては、品質向上を図るため、適期刈取をお願いします。
また、今年産米の出来栄え（品質・収量）はいかがでしたでしょうか。コシヒカリの検査状況と併せ、営農指導員
が生産者の皆さまに行った単収アンケート調査の結果を報告します。

管内のコシヒカリ上位等級率は97.8%で、品質は良好でした。でも、課題が・・・・・

R3福井米単収アンケート中間報告

（アンケート回答者602名）

等級 北部 東部 南部 中央 西部 美山 永平寺 文殊 合計

1 10,834 5,011 6,056 937 6,510 2,433 5,943 7,562 45,284

2 13 386 22 120 222 167 929

3 3 38 41

合計 10,837 5,054 6,442 959 6,530 2,553 6,164 7,766 46,303

上位等級率 99.97% 99.1% 94.0% 97.7% 99.7% 95.3% 96.4% 97.4% 97.8%

農業融資で農家のみなさんを全力で応援いたします！ＪＡでは、農家の皆様がご利用しやすい農業資金を
ご用意いたしました。農機具の購入や農業用施設の建設、運転資金等でのご利用を検討してみてはいかが
でしょうか。保証料負担 原則 ０円の商品をご用意いたしました！！

9月25日、北陸農政局は今年産の作況について、福井『99』平年並みと発表しました。各品種の出荷を終えた
生産者からは、中生品種の低収量（網下米が多い）と言う意見を多く聞きました。

実際の生産者レベルでの単収を把握するため、営農指導員による福井米の単収アンケート
調査を実施しました。今回、中間での調査結果を報告します。

8月中旬～9月中旬：寡少

日照時間：平年比63%

多雨

平年比160%

出穂後から登熟期間の気象（8月中旬～9月中旬）は、低温・寡少（日照不足）となりました。

単位 ： 俵

農業機械は使用年数によって価値が低下します。

農業機械の状態によっては査定価値がつかない

場合もあります、予めご了承下さい。

使っていない農機具を買い取り致します。ＪＡ農機センターが無料にて査定を致します。

お問い合わせは、各農業施設センター

(農機担当）まで

商品区分

農地取得・改良・造成。

農機具の購入等。

農業用施設等の建設。

発電・蓄電設備機器の購入。

運転資金

農機具・農舎等の取得・改良・復旧。

果樹等の植栽・育成。

1,800万円以内の小規模な農地改良等。

運転資金

農業近代化資金　 固定
年０．０％

（当初５年間）

設備資金

金利　 ご利用内容

地域農業応援資金 固定
年０．２％

（当初３年間）

設備資金

今回のアンケート結果は、昨年にくらべて、コシヒカリ▲0.1、あきさかり▲0.5、いちほまれ▲0.4で
した。生産者の多くが中生品種は低単収と回答しました。低単収の原因として、8月上旬の台風や
8月中旬以降の日照不足の影響により登熟が「不良」となったと考えられます。

次年度に向けてＪＡでは、単収向上の栽培支援と併せ、下記の売れる米づくりを提案しサポートします。

①需要に合った作付け体系の取組

＊早生30％：中生40％：晩生30％

②実需者と連携した米産地づくり（契約栽培の拡大）

＊作付面積 300ha ＊集荷 30,000俵

年度 ハナエチゼン コシヒカリ あきさかり いちほまれ

R3 8.5 7.5 8.2 8.3

R2 8.4 7.6 8.7 8.7

 R4．1月に金利の見直しが行われます。お問い合わせは、各支店の融資担当まで


